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センターTOPICSセンターTOPICS 第６回 中小企業チャレンジセミナー
（新法普及セミナー）の開催について

　企業活動を見つめ直し、経営革新や新連携に取り組もうとする中小企業への支援策やものづくり基盤技

術の高度化を図ろうとする場合の支援策など新たな方策（新法）の普及・啓蒙を図るためセミナーを次のと

おり開催します。

　これからの時代を企業として勝ち残っていくためには、どんなに良い製品やサービスを提供しても、自

社独自の技術開発やマーケティング戦略がないと激化する企業間の競争に打ち勝つことができません。

　この機会にぜひとも当セミナーにご参加いただき、自らの経営を見直して経営革新、技術開発にチャレ

ンジしてください。

　発注企業と県内中小企業とのビジネスチャンスの拡大と企業間の交流を図るため、次のとおり商談会を開

催しますのでご案内します。

　なお、発注企業につきましては、現在招聘中ですので確定次第ホームページ上で掲載しますのでご覧下さ

い。また、詳細につきましては、当産業支援センター経営支援チームまでお問い合わせ下さい。

平成18年度

平成18年度　第２回 広域商談会の開催について

平成18年11月10日（金） 13：00～16：30
四日市ドーム ２階南コンコース　四日市市大字羽津甲5169
発注企業と受注企業の個別商談
（財）三重県産業支援センター　経営支援チーム
TEL  059-228-7283　 FAX  059-226-4957

平成18年11月27日（月） 13：30～16：00
ザ・プラトンホテル ３階 ダイヤモンドホール
四日市市西新地７-３　TEL 059-352-0300
講演　「職人魂で道を拓く  ー若者の夢の実現にむけてー 」
講師　株式会社 アオキ　　代表取締役　青木　豊彦 氏
（人情に厚く、職人魂の持ち主、宇宙への夢と可能性を求め「人工衛星プロジェクト」を立ち
上げ地域の活性化に取り組む、現在は、本業（ボーイング社認定工場）の傍ら、東大阪市の
顔として講演活動中）
※この他に、中部経済産業局から「ものづくり高度化支援法の支援施策」の概要説明があります。

100名（定員になり次第、締め切らせていただきます）
無　料
参加申込書にご記入の上、FAXまたはメールでお送りください
（財）三重県産業支援センター　経営支援チーム
TEL  059-228-7283　  FAX  059-226-4957　  E-mail  assen＠miesc.or.jp

開催日時
開催場所

講演内容

定　　員
参加費用
申込方法
問い合わせ・
申 込 先

開催日時

開催場所

内　　容
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問い合わせ先：メッセウイング・みえ　　　TEL　059-223-4655

TOPICSメッセウイング・みえ屋外展示の紹介

　メッセウイング・みえは、展示場、研修室、会議室などを備えた県内有数のコンベンション施設であり、

産業情報の受・発信施設です。

　今回、メッセウイング・みえの自主企画イベント「メッセふれあいまつり」の開催にあわせ、屋外産業情

報展示として、リサイクル製品〈再生プラスチック製品〉を設置しました。

　再生プラスチック製品とは、容器包装リサイクル法に基づき、市町村から引き取られたプラスチック製

容器包装及び事業系のプラスチック製廃棄物からポリオレフィンを選別し、再原料化、成型を行った加工

製品です。

　一般家庭から排出される廃棄物の多くを占める容器包装や、企業から排出される廃プラスチックを再び

資源として循環させたのが、再生プラスチック製品です。

　土木建設資材として使われる他、寸法安定性をいかしてトラック荷台スペーサーなどの産業資材として

も使用できます。さらに、切断、接合が容易である特性を活かし、杭板材と組み合わせてフェンスや土留

め、ベンチやテーブルなどにも使用できます。

　今回、テーブル、ベンチ、フラワープランター、フェンス、バリケードを設置、展示しました。県内

外の多くの企業、県民の皆様に利用していただいている施設にリサイクル製品を展示することは、リサイ

クルの促進、環境啓発に大きな効果があると思われます。また、再生資源を有効に使ってできる物を実際

に見てもらうことは、産業展示施設であるメッセウイング・みえの使命の一つでもあります。

　なお、再生プラスチック製品の展示は、三重中央開発株式会社に御協力いただきました。

　メッセウイング・みえでは、常時屋外に展示していますので、津方面へ来られたとき、一度再生プラス

チック製品を御覧になってみてください。


